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令和６年度 学校評価 総括評価表

徳島県立城西高等学校神山校

本校の教育基本方針

① 「知徳体」の調和のとれた人間性豊かで自主性、創造性に富み可能性を拓く生徒を育成する。
② 国際的な視野をもち地域社会の発展のため積極的に行動できる次代を担う生徒を育成する。
③ 確かな学力を身につけ、これからの社会をたくましく生き抜き未来を創造する生徒を育成する。

【重点課題１】 ｢伝える力」「協働する力」「深める力」の育成

基礎基本を重視した教科指導を徹底するとともに、体験学習やＩＣＴを活用した授業を通して「主体的･対話的で深い学び」の実現
に向けた授業改善を行う。

【重点課題２】 「神山モデルの確立」

生徒一人一人を大切にした教育活動を通して、基本的生活習慣の定着に努めるとともに、豊かな人権感覚や思いやりの心で正しい判
断と行動ができる生徒を育成する。

【重点課題３】 「地域人材を育成するキャリア教育の実践」

個々の多様な能力・適性・関心等に応じたきめ細かい進路指導を推進する中で、社会的・職業的自立に必要な能力と態度を育成し、
生徒の進路実現を図る。

【重点課題４】 「防災・環境教育の充実」

地域や学校の環境美化活動を主体的に行動できる態度を育て、安全・安心な環境整備に努め、｢自助｣｢共助｣の防災活動ができる地域
防災を担う生徒を育成する。

【重点課題５】 「地域で学び 地域と育つ神山校の推進」

｢地域との協働による高校教育改革推進事業｣を継承し、｢神山創造学｣を中心に、農業教育を通して地域に根ざした取り組みを積極的
に行い、地域の中で主体的に行動できる実践力を育成する。
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自 己 評 価 学校関係者評価 次年度の課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方法

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価
１ ｢伝える力」「協 （全体レベル） ① 「高校生のための学びの基礎診 ① 基礎力診断テストの実施 〇 学習指導計画の評価基 ○ 基礎学力の定着に向け
働する力」「深め (1) 基礎基本の定着を図り、自己 断」に認定された測定ツールの利 【(1･2年生)1回目より2回目の偏差値が Ｂ Ｂ 準に「三つの力」の観点 て朝のホームルームを活
る力」の育成 教育力を高める。 活用 上昇した生徒の割合42.0%】 を取り入れたことを評価 用した学習活動や、clas

【(1･2年生)1回目より3回目の偏差 するとともに、今後のさ siを活用した週末課題の
(2) 神山校で育てたい力の「伝え 値が上昇した生徒の割合60%以上】 （所見） らなる改善を期待する。 実施、また長期休業中の
る力」「協働する力」「深める力」 高校生のための学び 課題テストや放課後の補
を全教科の評価の観点にすえ、 ②-1 育てたい３つの力を根底に据 ②-1 研修会を実施 の基礎診断テストに向 〇 読書週間の学習効果を 習の方法などを見直す。
生徒が主体的に学習に取り組む え、職員全体が同じ方向を向いて 【教職員研修会年間6回実施】 けて、家庭での事前学 高めるために、週間終了
力を養う。 教育活動を行うための研修会の実 習や補習授業を行った 後にレポートや感想を提 ○ 今年度実施した全学年

施 【教職員研修会年間6回以上】 Ｂ が、1回目より2回目の 出するなど、それを表現 の年間指導計画及び評価
(3) 図書に触れる読書活動を充実 ②-2 教員相互による授業力向上に ②-2 各学期に授業公開週間を設定 偏差値が上昇した生徒 する時間が必要ではない 基準を見直し、改善を図
させ、豊かな感性を育む。 向け授業公開週間の実施 【全教員の6回以上の授業見学率73.6%】 は4割程度であり、目 か。 る。その際、今年度新た

【全教員の授業見学6回以上】 標数値を下回った。昨 に加えた神山校で育てた
(4) ＧＩＧＡスクール構想実現に 年度とほぼ変化はなか 〇 図書室のリニューアル い3つの力「伝える力」「協
向けて、ＩＣＴの有効的な活用 ③-1 朝の読書週間の実施 ③-1 朝の読書週間の実施 った。 により、生徒が本を手に 働する力」｢深める力｣を
を目指し、１人１台端末を用い 【各学期ごとに実施】 【３回実施】 取りやすい環境になった。 評価の観点に据えたもの
て個別最適化学習を行う。 ③-2 図書室の有効利用 ③-2 図書室の有効利用 Ｂ 育てたい3つの力を 生徒がより図書室へ足を を改善する。

【生徒への貸出一人５冊以上】 【生徒への貸出一人2.8冊】 根底に据え、職員全体 運ぶ機会を増やすために、
が同じ方向を向いて教 図書室の運営について生 ○ 評価におけるルーブリ

④ ＩＣＴ活用に向けての研修会の ④ ＩＣＴ活用に向けての研修会の実 育活動を行うために、 徒も含めて検討を行って ックの活用について、校
実施 施 Ａ 年間6回の研修会を実 はどうか。 内研修を行う。
【教職員研修会年間3回以上】 【教職員研修会年間3回実施】 施し、昨年度から継続

（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 的に行っている研修の ○ 今年度は、図書室の改
① 基本的な学習態度の向上に向 ①-1 1・2年生は年3回、3年生は年 ①-1 基礎学力を確認するテストを1･2年生は 在り方についても見直 修工事のため、２学期の
けた取組を推進する。 間1回基礎力診断テストを実施し、 年間3回、3年生は1回実施した。 しを行った。 中頃まで図書室を利用す

自身の基礎学力の定着を確認す ることができなかった。
② 各教科ごとに、評価を行うた る。 自発的な読書習慣の 来年度は、より図書室を
めの評価基準を作成し、客観的 ①-2 小テストにより、生徒の理解 ①-2 小テストの実施に際して、家庭で事前学 定着には至らなかった 利用したくなるように蔵
で一貫性のある評価を行うこと 度やつまづきを早期に把握し、繰 習を必ず行うよう指導するとともに、基礎的 が、日常生活の中で少 書の配置等を工夫してい
で、生徒のやる気に結びつける。 り返し演習等を行うことにより、 問題の演習時間を多くとることにより、基礎 しでも図書に触れる時 きたい。

基礎学力の向上及び定着を図る。 学力の定着に努めた。 間を作ることを目的に
③ 図書室の有効的な活用を推進 取り組んだ。 ○ ＩＣＴを用いた授業の
する。 ②-1 新学習指導要領の実施に伴う ②-1 新3年生の年間指導計画及び評価基準を さらなる指導力向上を目

新３年生の年間指導計画および評 作成し、学期末および単元終了時に評価を行 各教科の授業におい 指すとともに、急な休校
④ 各教科におけるＩＣＴを効果 価基準を作成し、学期末および単 った。また、全学年において、神山校で育て て、ＩＣＴの有効的な 等にも対応できるＩＣＴ
的に活用した授業を探究する。 元終了時に評価を行う。また、全 たい3つの力「伝える力」「協働する力」「深 活用方法を探究するこ の有効的な活用について

学年において、神山校で育てたい める力」を評価の観点に据えた年間指導計画 とを目指した。また、 も今後探求していく。
３つの力「伝える力」「協働する を作成した。 積極的に教材研究や研
力」「深める力」を評価の観点に 修会を行い、ＩＣＴを
据えたものを作成する。 用いた授業の指導力向

②-2 教科等を超えて長期的に育成 ②-2 各学期に1回ずつ授業公開週間を設け、 上に取り組んだ。
する資質・能力に関するものを作 教員相互の授業力向上に努めた。教科等を超
成し、評価する。 えて長期的に育成する資質・能力に関するも

のを作成し、評価するための研修を行ったが、
作成には至っていない。

③-1 朝のホームルームの時間を活 ③-1 普段はあまり読書をする習慣がない生徒
用し、1回10分程度の読書時間を も、事前に図書室で本を借りる時間を作っ
設定する。 たり、自宅から本を持ってくることを促した

りすることで、本と向き合う時間を作ること
ができた。

③-2 購入図書の希望調査を行うな ③-2 希望図書の全てを購入することはできな
ど、興味・関心の高い図書を購入 かったが、小説や食・農業等の関する図書を
する。 購入した。

④ 授業公開週間にＩＣＴを用いた ④ 定期的にＧＩＧＡスクールサポーターに来
授業を実施し、指導力向上に取り 校してもらい、教材研究やソフトウェアの活
組む。 用についてアドバイスを受け、ＩＣＴを活用

した授業の指導力向上に取り組んだ。4･9･12
月に教職員研修会を実施した。

「評定」の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった
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自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方法

評価指標 評価指標の達成度 評定 ○ 全国的に校則の見直
２ 神山モデルの確 （全体レベル） ①-1 頭髪・服装検査の実施及び違 ①-1 毎月1回以上の頭髪・服装検査を 〇 重点目標について「～ しに取り組まれているな
立 (1) 挨拶の励行や時間を守るなど 反者への改善指導の実施 実施 【違反者率10％未満達成】 Ｂ を持った生徒を育成する」 かで、本校も継続して生

基本的生活習慣の確立を図る。 【違反者率10%未満】 など、目指すべき生徒像 徒会を中心に見直しを行
また、規範意識を高め、社会人 ①-2 全校集会の実施 【毎月実施】 ①-2 全校集会の実施 【毎月実施】 へ変更してはどうか。 った。
として通用するモラル・マナ- ①-3 情報モラル向上のため、関係 ①-3 防犯教室を、全校生徒を対象に1 Ｂ （ 所見 ） 今年度は、生徒からの要
を身につける生徒指導を推進す 機関と連携した組織的な取組 学期当初に実施 【1回実施】 学校生活は全体的に 〇 徳島県の自転車ヘルメ 望事項が少なく、現状維
る。 【年間3回以上】 落ち着いており、重大 ット着用は努力義務では 持となったが、過ごしや

(2) 交通マナーを向上させ、交通 な生徒指導事案は発生 あるが、学校独自の取り すい学校生活につながる
事故を防止するとともに、公共 ②-1 神農クラブ、交通委員によ ②-1 交通マナーアップの実施 していない。しかし、 組みとして、着用率100％ 校則にしていきたい。
交通機関の乗車マナ－を考える る交通マナーアップの実施 【毎月1回程度実施】 一部の生徒に服装違反 を目指してはどうか。
ことができる生徒を育てる。 【毎月2回】 Ｂ 等がある。その都度指 ○身だしなみ等、違反が認

②-2 毎月20日を学校安全日とし、 ②-2 登校指導の実施 導し、改善できた。 〇 情報モラルの向上を目 められる場合は、全教職
(3) 他者を思いやる心を育み、自 登校指導の実施。【毎月1回以上】 【毎月1回以上実施】 また、基本的生活習 指し、より充実した指導 員 で根気強く指導し、改
尊感情を育て、いじめを防止す 慣が確立していない生 や取り組みを進めていく 善につなげる。

③-1 人権ホームルーム活動の実 ③-1 人権ホームルーム活動の実施 徒への声かけと家庭へ べきで、今後の取り組み
(4) 個々の特性に応じた支援体制 施 【年間5回以上】 【各学年5回実施】 の協力を依頼した。 に期待する。 ○ いじめに関する事案が
を推進する。 ③-2 教職員人権研修の実施 ③-2 教職員人権研修の実施 Ａ 起きいように努める。ス

【年間3回以上】 【年間3回実施】 登下校時における交 マホなどのトラブルは年
(5) 町内行事や地域環境、社会生 通事故等は、バイク通 度当初の防犯教室の開催
活で学び、気づきの発見や郷土 ④-1 担任、特別支援教育コ－ディ ④-1 関係する教職員と今後の対策に 学生のスリップ転倒自 や、授業前に預かるなど
愛を高める活動を推進する。 ネ－タ－を中心に、教職員が協力 ついて協議を必要に応じて随時 損事故が発生してい 継続した指導を行う。ま

して教育相談体制を構築 実施した。 Ａ る。運転者の軽症と軽 た、ＳＮＳを利用するマ
④-2 教職員の特別支援教育に関す ④-2 特別支援教育研修の実施 微な車体の修理程度で ナーを理解させるための
る知識・意識の向上 【理解度・満足度90%】 あるが、原因は状況判 指導を充実させる。

【理解度・満足度90%以上】 断の誤りと運転技術の
未熟が考えられる。交 ○ 自発的に挨拶ができる

⑤ 町内行事や孫の手活動の積極的 ⑤ 有志の生徒、寮生や孫の手メンバ- Ｂ 通安全教育を推進し、 生徒が少なく、神農クラ
な参加と活動 生徒は、意欲的に活動した。 事故の防止に繋げた ブが中心となり、協力し

（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 い。 て挨拶運動を盛り上げて
① 基本的生活習慣の確立する。 ①-1 毎月全校集会を実施し、全職 ①-1 全職員共通理解のもと、生徒の支援・指 いく。

員で支援・指導を行う。 導を実施し、改善を図っている。 スマホや携帯電話の
② 交通ルールの遵守と、交通マ ①-2 スマホ、情報端末の使用にお ①-2 警察署と連携し、防犯教室を実施した。 使用については、授業 ○原付通学を許可している
ナーを向上させた安全教育の確 けるマナーアップ指導と防犯教室 携帯電話等のマナー向上のため、全校集会で 前に集めて返却するル が、遠隔地からの通学で
立する。 を開催する。 周 知している。 ールを守り、ほとんど 運転適性に心配な生徒も

の生徒が適切な使用が 存在する。集会や個別指
③ 「自分の気持ちを伝える」「相 ②-1 学校安全日に自転車、原付利 ②-1 毎月20日に立哨指導を実施し、交通安全 できている。休み時間 導を含め、事故防止に努
手の意見を聞く」などの対話力 用者の車両点検の実施する。 に役立てることができた。 等ではスマホを利用し める。
を養う。（道徳教育）。 ②-2 関係機関と連携し、講習会を ②-2 薬物乱用防止教室、原付免許実技講習会 ている。

実施する。 等、関係機関と連携し実施できた。 ○ これからも全教職員で
④ 教職員間での特別支援体制の 協力し生徒理解に努め、
確立及び関係機関との連携を推進 ③-1 生徒の実態に即した内容を扱 ③-1 生徒の様子や状況を教職員間で共有し、 安心・安全な学校生活へ
する。 うとともに、事例検討等の体験活 必要に応じてホームルームや学年集会等を実 の支援や、過ごしやすい

動を取り入れる。 施することで、相互理解につながるように務 学校環境を整えたい。
⑤ 町役場、関係機関と連携し、 めた。
地域や郷土を愛する活動を生み ③-2 研修会等で得た知識・情報 ③-2 研修会等での資料等を教職員間で回覧し ○ 校内教職員人権研修を
出す。 を、校内で報告し合い、他の教職 たり、学年等での話合いで活用したりするこ 通して知見を広げたり、

員と共有する。 とで生徒に還元した。 共通理解を持って生徒と
関わったりできるように

④-1 教育相談室の環境を整え、ｷｬ ④-1 ｷｬﾘｱｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰと連携し、教育相談室を 教職員研修の内容を検討
ﾘｱｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰとともに支援・指導 有効に活用できている。 していく。
を継続させる。 ④-2 支援が必要な生徒に対しては、ｷｬﾘｱｱﾄﾞﾊﾞ

④-2 個々の特性について教職員間 ｲｻﾞｰと連携し、全教職員が共通理解のもとで
で共有し、支援を実施する。 対応している。

⑤ 町役場と連携し、町内行事に参 ⑤ 防災活動、町内行事に参加した。
加。

「評定」の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった
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Ｎｏ.３

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方法

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価
３ 地域人材を育成 （全体レベル） ①-1 町をフィールドにした職業体 ①-1 町内での職場体験、インターンシ 〇 地域人材を育成するキ 〇 １年生からキャリア教
するキャリア教育 (1) キャリア教育を推進し、進路 験の実施 ップに参加 Ａ ャリア教育の実施に向け 育を意識した講演会など
の実践 指導の充実を図り、個々の多様 【満足度80％以上】 【満足度88％】 て、より具体的な目標を を実施したことで、進路

な能力・適性・関心等に応じた ①-2 進路説明会等の実施 ①-2 関連企業や大学等と連携し、進路 設定することが重要であ について前向きに、主体
進路を実現させる。 【年間３回以上】 に関するガイダンスを実施 （所見） る。学年ごとに身につけ 的に考える生徒が増えて

【年間７回】 るべき目標を明確に定め きているように感じてい
(2) 主権者として社会に生きる自 ①-3 ３年生就職希望者の応募前職 ①-3 応募前職場見学や職場体験に参加 Ａ 神山創造学を通し てみてはどうか。 るので、今後も継続して
覚を高める主権者教育を推進す 場見学や職場体験への参加 【参加率100％】 て、地域と連携しなが いきたい。
る。 【参加率100％】 ら職場体験やインター 〇

①-4 卒業時における進路実現 ①-4 卒業生２６名の進路決定 ンシップを実施でき アグリマイスター認証制 〇 インターンシップに参
(3) 職業教育を推進し、専門的な 【進路決定率100％】 【進路決定率96％】 た。農業インターンシ 度の最高位であるプラチ 加した生徒の事後指導や
知識や技術を習得させる。 ①-5 生徒の希望に応じた企業訪問 ①-5 生徒の希望する企業への訪問 ップに3名が希望し参 ナランクを２年生での取 振り返りなどに複数の教

の実施 【生徒希望企業への訪問100％】 加したので、今後もキ 得は大きな成果であり、 員で対応するようにして
【生徒希望企業への訪問100％】 ャリア教育を意識した さらに積極的にアピール いきたい。

取組を継続したい。 するべき。
② 主権者としての自覚の高揚 ② 専門機関と連携した講演会等の実施 生徒の進路希望を教 〇 生徒の資格取得や幅広
【様々な社会問題への関心や、主 【様々な社会問題への関心や、主体的 Ａ 員間で共有し、連携す い進路選択につながる補
体的に考える意識が高まったと に考える意識が高まったと回答した生 ること適正に把握で 習講座や補習内容の再検
回答した生徒の割合70％以上】 徒の割合80％】 き、生徒の希望・要望 討をしていきたい。

にあった進路指導や
③ 資格取得の奨励 ③ 資格取得割合 企業開拓ができた。
【３年生で３つ以上の資格の取得率 【３年生で３つ以上の資格の取得率81％】
70％以上】 Ｂ 資格取得率は思うよ
【アグリマイスター認証５人以上】 【アグリマイスター認証２人】 うに伸びていないが、

様々な資格に自主的に
（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 挑戦する生徒も少しず
① 個々の生徒の希望に応じ、十 ①-1 まちぐるみ仕事体験やインタ ①-1 まちぐるみ仕事体験に1年生24名、農業イ つ増えてきた。
分なコミュニケーションを図り ーンシップを積極的に推進する。 ンターンシップに1年2名、2年生1名が参加し
望ましい勤労観や職業観を育成 た。
する。 ①-2 職業理解に向けた進路ガイダ ①-2 農林業関連の職業理解に向けた進路ガイ

ンスを実施する。 ダンスを2回実施した。
② 模擬授業などの体験を通した ①-3 応募前職場見学や職場体験に ①-3 就職希望者全員が応募前職場見学や職場
学習や、地域との連携した取組 積極的に参加させ、ミスマッチを 体験に参加した。
を推進する。 防止する。

①-4 希望する進路が実現できるよ ①-4 面談（個人面談・三者面談）や進路集会
③ 各種資格取得の奨励と取得支 う、面談・進路集会・勉強会を実 を実施し、個別進路に応じた進路指導を展開
援のための補習の実施により、 施する。 できた。
合格率の向上を図る。 ①-5 求人開拓を推進する。 ①-5 生徒の希望に応じた求人開拓を実施し、

内定に結びつけた。

② 大学や専門機関と連携した主権 ② 大学教員による主権者教育出前講座、年金
者教育の出前講座の実施や、ホー 事務所による年金セミナー、税務署と税理士
ムルーム活動や学校行事の充実を による租税教室などを実施し、主権者として
図る。 の自覚を高めることができた。

③ 教科指導や時間外授業（補習） ③ ２学期以降の1・2年生の補習日数が行事等
を充実させ、検定合格者を増やす。 もあり十分確保できなかった。

「評定」の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった
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Ｎｏ.４

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方法

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価
４ 防災・環境教育 （全体レベル） ①-1 リサイクルやリユースからゴ ①-1 毎日の清掃を通したゴミの分別 〇 重点目標について、よ ○ ゴミの分別や、生活ゴ
の充実 (1) ＳＤＧｓの「つくる責任・つ ミの減量に努め、環境に与える影 【ゴミ分別率90%】 Ａ り具体的な評価基準を示 ミを減少するた めの対

かう責任」や「住み続けれるま 響を考察 【ゴミ分別率100%】 してよいのではないか。 策を検討する。
ちづくり」を推進し、地域や学
校の環境に配慮する。 ①-2 地域の清掃活動に生徒・教職 ①-2 地域での活動 Ｂ 〇 ③-2について、チェッ ○ 積極的な防災活動を通

員で活動 【ゴミゼロキャンペーン年間1回】 （ 所見 ） クシートの結果は数値を して、地域で活躍できる
(2) 感染症対策を徹底し、安全・ 【各クラス年間2回以上】 【アドプト事業年間9回】 弁当やカップラーメ 公開することで、評価分 行動力を持った生徒を育
安心な学習環境を整備する。 【バス停清掃年間20回】 ン等の容器を洗浄しゴ 析を行ってはどうか。 成するとともに、防災士

ミの分別ができた。 を中心とした防災クラブ
(3) 関係機関と連携し、「自助」「共 ②-1 基本的な感染予防対策の定着 ②-1 感染予防対策を徹底 〇 すだちでJGAP認証を取 の活動を活性化させ、地
助」の防災活動と命を守る防災 【口頭指導や啓発文書配布】 【学級閉鎖等0件】 Ａ 防災クラブのメンバ 得していることから、環 域と連携した防災活動を
意識の高揚を図る。 ②-2 日頃から清潔な空間を保ち、 ②-2 ホームルーム、特別教室等におい ーを中心に、生徒だけ 境に配慮した農業が実践 実施する。

適宜、感染予防対策に努める。 て、休み時間等に適宜換気を実施 の避難訓練を実施でき されていることが分かる。
た。き本年度は、各ク この実績を具体的な評価 ○ 来年度も引き続き、手

③-1 災害・火災に対する避難・消 ③-1 避難･消火訓練 ラスの判断で、安全な 基準に組み込んではどう 指衛生・換気をはじめと
火訓練の実施や学校防災クラブの 【消防署員との訓練1回】 場所と思われる場所に か。 した感染予防対策の指導
活動展開 【災害に対する訓練3回】 避難し避難場所を職員 に務めていく。
【消防署員との合同練習1回以上】 【地域(役場)と連携した活動1回】 Ａ が探す訓練も実施でき
【災害に対する訓練年間3回以上】 た。 ○ 高校生防災士資格試験
【地域と連携した活動1回以上】 の合格者を増やすための

③-2 高校生の防災士の育成 ③-2 令和5年度高校生防災士の育成 今年度も「ふるさと 勉強会を実施する。
【防災士合格者1名以上】 【防災士合格者1名】 大好き！地域防災推進

（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 事業」を継続している。 ○ 教室美化コンテストを
① 節電・節水・ゴミの分別を徹 ①-1 各教室に啓発文書等を掲示し ①-1 昨年度に各教室に分別用のゴミ箱を増や 防災研修にも積極的に 継続し、生徒の環境美化
底し、校内の美化活動を行うと 節電・節水・分別ゴミの減量に取 し、分別が細かくできているが、生活ゴミの 参加し、意識を高めら に対する意識を高める。
ともに、環境調査を実施する。 り組む。 減少まで至っていない。 れ、高校生防災士に１

①-2 ゴミゼロキャンペーン・アド ①-2 ゴミゼロキャンペーン・アドプト事業等 名が合格することがで
② 基本的な感染予防対策を徹底 プト事業・バス停清掃と、校内教 を計画的に実施できた。毎月、校内教室美化 きた。
し、感染予防に努める。 室美化コンテストを実施し、教室 コンテストを実施することで、教室の環境が

環境を整える。 整えられた。 日々の指導により、
③ 安全教育の充実を図り、効果 健康観察や手指衛生、
的な防災教育を実証し、適切な ②-1 日々の生活の中で健康観察、 ②-1 担任からの口頭指導や保健だより等を通 喚起の励行ができた。
防災避難訓練の企画と展開を図 手洗い等の手指衛生、換気の励行 して、手洗い等の手指衛生と換気を励行し 特に喚起については基
る。 を促す。 た。 準値を満たすことがで

②-2 十分な換気を行い、汚染箇所 ②-2 休憩時間換気の徹底に努めた。 き、感染症の予防とな
は適宜消毒を行う。 ２月に実施した空気検査では基準値を満たし った。

た。
防災クラブのメンバ

③-1 台風・積雪時期に事前備蓄点 ③-1 台風・積雪時期に、事前の備蓄品(2日分) ーと地域や役場、関係
検を実施する。 の点検と災害対策を実施した。 機関と連携し、防災避

③-2 避難訓練を実施し、チェック ③-2 定期的に避難訓練を実施し、防災クラブ 難所の運営や消火訓
シートを作成し、評価と分析、改 の生徒が主体となって避難訓練を実施した。 練、炊き出し訓練等に
善を行う。 全国一斉情報伝達を利用し、校内での避難訓 参加した事により、地

③-3 地域・防災クラブが連携し、 練を3回実施した。 域の防災意識が高まっ
炊きだし体験を実施する。 ③-3 役場や地域と連携し防災避難所の設営体 た。

験を実施した。
③-4 ＡＥＤを使った心肺蘇生法研 ③-4 ３月１９日（水）に実施予定
修を全生徒・教職員で実施する。

「評定」の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった
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Ｎｏ.５

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と
重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方法

評価指標 評価指標の達成度 評定 総合評価
５ 「地域で学び （全体レベル） ① 神山町全体を教材に、活動をよ ① 神山創造学や課題研究では主体的に 〇 重点課題と重点目標に ○ 神山創造学・課題研究
地域と育つ神山 (1) 地域で学び地域と育つ神山校 り深化させ、生徒の満足度を充実 生徒が活動している。 Ａ Ａ 重なりが見受けられる。 を中心に「伝える」「協
校」の推進 を推進する。 【満足度80%以上】 【満足度82％】 「まめのくぼ」は本校独自 働する」「深める」力が

の取り組みであり、学び 身に付いてきたが、生徒
(2) 「まめのくぼプロジェクト」 ②-1 棚田の役割について、環境と ②-1 空石積みの技術を習得し、石積み （ 所見 ） の重点項目の一つでもあ や学年によって意欲に差
を推進し、発展させる。 食農の両面から学び、成果を報告 甲子園に出場、学校農業クラブの意 るが、学校が設定したグ がある。生徒が主体的に

見発表やプロジェクト発表で活動の成 町内の方に多くの活 ランドデザインの重点項 探究できるように授業を
(3) 専門的な知識・技術を習得さ 果を発表した。 Ａ 動に対する協力をいた 目に合わせ、まめのくぼ 展開する。
せる。 【石積み甲子園：準優勝】 だき、神山創造学を楽 以外の項目を追加しては

【学校農業クラブプロジェクト発表会 しみながら学んでいる どうか。 ○ 「まめのくぼ」での栽
(4) 神山校での専門科目に関する 四国大会：優秀賞】 生徒の姿から町内での 培管理や景観整備は確立
学びを発信する。 活動を深めることがで 〇 本校に限らず、徳島県 されつつあるので、今後

②-2 間伐材の活用と、関係機関と ②-2 間伐材の活用や加工品の商品 きている。神山町に興 全体で生徒の定員割れが の方向性について考えて
連携した加工品の商品の開発 【５品目】 味・関心を持って取り 発生している状況ではあ いく必要がある。どのよ

【2品目以上】 組んでいる生徒が増え るが、中学校や保護者、 うに「まめのくぼ」活用
てきている。 生徒へのより効果的で具 していくのか協議する。

③ 外部講師を招へいし、より専門 ③ 講習会の実施 体的なＰＲ方法を検討し
的な技術の習得に向けた講習会の 【森林組合：高性能林業機械研修】 「まめのくぼ」での てほしい。 ○ 高度で専門的な知識と
実施 【造園業協会：庭園施工管理等】 有機JAS認証、とくし 技術の習得を継続してい

【2分野以上】 【石積み学校：空石積みの技術習得】 Ａ ま生物多様性認証、ス 〇 すだちでのJGAP認証は、 くことで、生徒の専門的
【林業アカデミー：オープンキャンパス】 ダチのJGAP認証、徳島 費用面や申請手続きなど 技術の向上を目指してい

【調理：和洋菓子やイタリア料理】 商品ブランド認証など で大変な部分もあるが、 きたい。単発的な事業に
【伝統技術：和綿・藍染め体験】 の取得に向けて取り組 学校独自の取り組みとし ならないように、関係機

み、本校の魅力をPRす てぜひ継続していくこと に実施していく。
④-1 様々なイベントに出展し、本 ④-1 県内外でのイベントにおいて、販 ることができた。 を願う。
校での取組を発信 売活動を通して、本校の活動につい 関連企業と連携した ○ 全国に向けて本校の教

て、発信した。。 加工商品を開発するこ 育活動を発信していくた
Ａ とで、安定した加工商 めに、積極的なPRや安定

④-2 特色ある教育実践を、全国ま ④-2 教育活動内容や生徒の学習成果な 品を提供することがで した予算の確保などが必
たは県内の広報誌等に掲載 ど新聞等に数多く掲載された。 きた。 要である。

【年間4回以上】 【徳島新聞】【愛媛新聞】【神山町広報誌】
【YouTube】【テレビトクシマ】 他 県内外のイベントに

（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況 参加することで、全国
① 町内をフィールドに、町民の ① 神山創造学Ⅰにおいて、神山町 ① 入学後すぐに宿泊を伴う体験活動が実施で に向けて積極的に発信
方々を講師に教育活動を推進す 内のフィールドワーク、しごと体 き、フィールドワーク等を通して、入学当初 することができた。本
る。 験、聞き書きなどを実施する。 から神山町について知ることができた。 校の取組をPRすること

ができ、「まめのくぼ」
② 地域の休耕地「まめのくぼ」 ② 「まめのくぼ」の人工林で間伐 ② 「まめのくぼ」の間伐材は薪として販売し、 をフィールドにした循
をフィールドにした学習活動を を行い、積み木やキーホルダーを 地域に還元している。また、いたの事業所あ 環型農業や環境保全な
深化させる。 作製。企業や障がい者授産施設と ぜびと連携し、エシカルクッキーの販売、リ ど多角的に学ぶことが

連携を図り、商品開発を行う。 ーベフラウと共同開発でウインナーソーセー できた。
③ より専門的で高度な学びを実 ジ。他、スダチ胡椒、そば麺など多くの商品

開発を行った。
④ 学習成果を県内外に向けて積
極的に発信する。 ③ 林業アカデミーや神山町と連携 ③ 林業における機械化の進行を体感できた。

し高度な林業実習を実施、また職 林業アカデミーのオープンキャンパスに１年
業能力開発協会から講師を招き、 生全員が参加し、林業に対する知識や技術を
造園技術を向上させる。 深めた。高校生を対象に林業就業促進現地活

動を実施し、後継者育成に取り組んだ。とく
しま植物園の庭園を管理実習などで、造園技
術を向上させることができた。

④ 地元タウン誌や新聞などに積 ④ HANASAKA祭り、エコプロなど東京で販売や
極的に活動内容を発信。関係機関 活動報告を実施することで、新聞に掲載され
と連携し全国規模の雑誌や情報誌 た。ローカルSDGs四国では審査員特別賞を受
の取材も積極的に受諾する。 賞するなど、本校の取組を全国に向けて発信

することができている。

「評定」の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：達成できなかった


